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【目的】

　新生児集中治療室（NICU）では長期に母子分離となる
例が多く，両親や同胞の愛着形成など精神面に与える影響
は大きい1）。また，児への発達にも影響するという報告も
ある。COVID-19のパンデミックを経験し，母子分離の影
響は顕著になった報告が多くされた2）。一方で医療現場で
tele medicineについては大きな進歩があった。海外の
NICUでは愛着形成や，両親の不安軽減のためにベビーモ
ニターを使用する施設が増えているが，影響を客観的指標
で提示した報告は少ない。本邦でNICUにおけるベビーモ
ニターは未だ普及しておらず，家族や医療者への影響は不
明である。ベビーモニターによって，家族が入院中の児を
24時間観察可能な環境とすることで，両親の愛着形成や
不安，母乳分泌等へどのような影響があるかを調査した。
また，既存のウェブカメラを使用したNICUでの研究報告
は看護師や医師の処置中はモニターを切っているものであ
る。本研究はあえて処置中でもウェブカメラをオフするこ
とはなく設定した。理由はオン，オフをすることへの看護
師への負担を考慮したこと，家族への安心の提供と医療現
場の透明性を考えてデザインした。このデザインでのウェ
ブカメラらの研究は世界では初めてのランダム化比較試験
である。既存の報告ではウェブカメラを使用することでの
医療者への精神的負担の報告もある3）。そのため医療者へ
のアンケートも研究終了後に実施した。尚，カメラのイン
ジケーターが点滅することで，医療者は視聴中かどうか確
認できる仕組みである。
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【方法】

　対象は当院NICUに１ヶ月以上入室すると予想された児
の保護者。ベビーモニター使用群と非使用群をランダムに
分け，使用期間は１ヶ月とした。主要評価項目は両親の赤
ちゃんへの気持ち質問紙表（MIB）。副次的評価項目はエ
ディンバラ産後うつ病質問票（EPDS），搾乳回数，１回
搾乳量， 状態 ‐ 特性不安尺度（STAI），家族イメージ図

（FIT），唾液中のオキシトシン量とした。加えて，ベビー
モニター使用群はモニター観察の状況や感想を聴取した。
研究終了後，医療者に対して，モニターによる労働への影
響について調査した。

【結果】

　MIBは両群で両親ともに差を認めなかった（3.0 vs 
2.8％； p＝0.6）。１ヶ月後のSTAIはモニター使用群で非
使用群に比して有意に低かった（42.8 vs 35.6％； p＜0.001, 
paired t-test）。有意差を認めなかったがモニター群で
EPDSは低く（5.5 vs 3.9；p＝0.09,t-test），１回搾乳量は
多い傾向が見られた（71 vs 94ml； p＝0.3, マンホイット
ニー U検定）。使用群のアンケートでは，全ての保護者が
NICUにベビーモニターの導入が“とても必要”と回答し
た（29/29；100％）。医療者のアンケートについては回答
率は，医師100％（15/15），看護師89％（49/55），家族
83％（29/35）であった。家族がBMを視聴時の医療者の
気持ちについて，医師は「緊張する」が47％，看護師で
は「嬉しい」が73％で最多であった。看護師は家族の視
聴時には，「緊張している」が55％であり，「視聴時を避
けてケアを行う」（12％），「ケアに集中できない」（４％）
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という意見は少なかった。ウェブカメラが今後のNICUに
必要かの問に対して，医療者は「とても必要」（43％），「必
要」（48％）だった。

【結語】

　NICUでのベビーモニターは入院中の両親の不安を軽減
できる可能性がある。加えて医療者と家族のいずれもウェ
ブカメラの必要性を実感し，使用した家族全員が今後の導
入を望んでいた。
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